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要　旨
目的：�文献検討により精神疾患を抱える当事者の看護系大学における授業参加の国内外の研究動向を概

観し、今後の研究課題を分析することである。
方法：�医中誌、Pubmed、CINAHL を用い、キーワードを国内文献は「当事者」「看護」「教育」「学生」、

海外文献は「lived experience OR experts by experience OR service user OR consumer」And 
「education」And 「mental＊ OR psychiat＊」And「nurs＊」And「student」とし検索し、研究目的
に合致した国内文献 13 件、海外文献 22 件を研究対象とした。抽出された文献を年次、研究デザ
イン、研究対象、当事者の授業参加度、内容別に分類した。

結果：�国内では 9 件（69.2%）がテキスト分析であり、12 件（92.3%）が学生を対象であった。一方、海外
ではフォーカスグループインタビューが 10 件（45.5%）を占め、当事者対象の研究が 7 件（31.8%）
みられた。

考察：今後は量的研究や当事者対象の研究が実施されていくべきである。

Ⅰ．緒言

　我が国の精神保健医療は 2004 年に厚生労働省
が策定した精神保健施策の改革ビジョン以来、

「入院医療中心から地域生活中心へ」の理念のも
とに推し進められてきた。2021 年の「精神障害
にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る
検討会」報告書1）では、支える側と支えられる側
という従来の関係を超えて、一人一人が生きがい
や役割を持ち、助け合いながら暮らすことができ
る包摂的な「地域共生社会」を目指すことが示さ
れている。

　地域社会において精神疾患を抱える人々（以
下、当事者）の支援を考えるために、近年の精神
保健医療福祉分野での中核的な考えであるリカバ
リー支援の理解が必要不可欠である。ここで意味
するリカバリーは、医療的な症状の減少や機能の
向上を図る臨床的な意味でのリカバリーではな
く、精神疾患を抱える当事者が疾患の影響を乗り
越え、自身で決めた意味のある人生を取り戻して
いく過程を意味するパーソナルリカバリー2）を意
味するものである。先行研究によるとパーソナル
リカバリーは、スティグマが阻害要因の 1 つであ
ると言われている3）。精神疾患を抱える人々に対
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するスティグマは知識の問題、態度の問題、行動
の問題の 3 つの要素を含む包括的なものであると
されている4）。
　看護系大学では学生の当事者へのスティグマを
改善し、パーソナルリカバリーの理解を深める取
り組みがなされている。その中のひとつに当事者
が、自身の病気や生活などの実体験を学生に語る
当事者参加型の授業がある。海外の大学では、学
生への語りだけでなく授業の企画や運営を含む多
様な当事者参加型授業が行われている。これは、
サービス提供者と利用者が対等な立場で共にサー
ビスの計画、運営、評価に取り組むという共同創
造（co-production）の考え方が基本となっている。
この共同創造の考えは、近年の保健医療福祉分野
において重要視されており、当事者自身がケアや
サービスの計画、提供、管理に関与すべきという
国の方針5-8）が複数の国で打ち出されている。
　また、海外では当事者を経験の専門家（expert 
by experience）として、疾患の発症、サービス
利用、パーソナルリカバリーに向け歩む経験によ
り培われた知識を活用する考えも近年広がってき
ている9）。
　近年の海外の流れと比べて、我が国では共同創
造の考え方が保健医療福祉や医療教育分野におい
て一般的ではなく、多様な当事者参加型授業に関
する研究も十分になされていない。
　そこで、本研究は精神疾患を抱える当事者の看
護系大学における授業参加に関する国内外の研究
動向を文献検討により概観し、今後の研究課題に
ついて分析することを目的とした。

Ⅱ．方法

1．対象文献の選定基準
先行研究を参考に以下の 5 つの基準すべてを満た
す文献を対象とし、遡及年数は定めなかった。
　1）�看護系大学の学生への当事者参加型授業が

実施されているもの（海外文献との比較の
ため）

　2）�臨地実習ではない授業であるもの
　3）�当事者の参加が直接的なもの（DVD 等に

よる映像学習のみのものを除く）
　4）�日本語または英語で書かれている文献であ

ること
　5）学術雑誌に掲載されているもの

2．対象文献の検索方法
　精神疾患を抱える当事者の看護系大学における
授業参加に関する国内外の文献を収集するため、
海外文献では PubMed および CINAHL を用い、
国内文献では医中誌 Web を用いた。検索日は
2022 年 8 月 31 日であった。英語文献データ
ベースの検索語は先行研究を参考に、「“lived 
experience” OR “experts by experience” OR 

“service user” OR consumer」AND「education」
AND「mental＊ OR psychiat＊」 AND「nurs＊」
AND「student」とし、English［language］で絞り
込みを行った。（＊は前方一致検索を示す）。
　次に日本語文献データベースの検索語は「当事
者 AND 看護 AND 教育 AND 学生」とし、原著
論文のみを抽出した。それぞれのデータベースで
検索した文献の表題、抄録を読み、重複するもの
や選定基準を満たしていないと判断した文献は除
外とした。その後、除外しなかった文献の本文を
読み、選定基準を満たすかどうかを判断した。

3．分析方法
　対象文献を国内文献、海外文献ごとに年次、研
究デザイン、研究対象、当事者の授業参加度、研
究内容の項目によって分類した。
　当事者の授業参加度の項目は文献を精読し、当
事者の語り、当事者による授業や指導、当事者の
授業設計、開発、提供への参加の 3 つに分類し
た。1 つ目の当事者の語りは自身の経験を学生に
語るような参加度を示し、2 つ目の当事者の授業
や指導は当事者が教員の代わりに講義や指導をす
る参加度を示すこととした。3 つ目の当事者の授
業の設計、開発、提供への参加は教員とともに授
業の設計、開発、提供に携わる参加度を示すこと
とした。
　また、研究内容の項目は、研究内容の国内外で
の文献数や内容の相違性を検討するため、研究結
果の記述を精読し当事者の授業参加が学生に与え
る影響、当事者の授業参加が当事者自身に与える
影響、当事者の授業参加の課題の 3 つに分類し
た。そのうえで、当事者参加型授業が学生に与え
る影響に該当する研究結果を類似性ごとに分類
し、カテゴリー化を行った。なお、カテゴリーは

【　】で記載することとした。
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4．倫理的配慮
　対象文献は、著書や出典を明示し、分析内容は
著作権の範囲内で適切に抽出、分析を行った。

Ⅲ．結果

　論文検索過程のフローチャートを図 1 に示す。
英語文献、日本語文献合わせて 594 件のうち重複
を除く 429 件についてスクリーニングを行った結
果、海外文献では 22 件、国内文献では 13 件が最
終的に抽出された。抽出された国内外における文
献数の年次推移を図 2 に示す。また、対象文献の
概要、国内文献の一覧、海外文献の一覧をそれぞ
れ表 1、表 2、表 3 に示す。

1．文献の概要
1）文献数の年次推移
　国内文献は初出が 2002 年であり、それ以降、
毎年 3 件以内の文献数で推移している。一方、海
外文献は初出が 2003 年であり、国内文献同様に
毎年 3 件以内の文献数でほとんど推移している
が、2019 年のみ 7 件抽出された（図 2）。
2）研究デザイン
　国内文献のうち 11 件（84.6%）が質的研究であ

り、そのうち 9 件（69.2%）がテキスト分析によ
る研究であった。海外文献では 17 件（77.3%）が
質 的 研 究 で あ り、 そ の う ち 10 件（45.5%） が
フォーカスグループインタビューによる研究で
あった（表 1）。
3）研究対象
　研究対象は、国内文献が当事者を対象とした研
究が 1 件であったのに対して、海外文献では当事
者または当事者と学生の両方を研究対象としたも
のが 7 件見られた（表 1）。
4）当事者の授業参加度
　国内文献では 1件10）のみが当事者による授業や
指導であり、それ以外の 12 件はすべて当事者が
体験を語る語り手としての参加であった。一方、
海外文献では当事者の語り手としての参加が 3
件、当事者による授業や指導の参加が 7 件、当事
者の授業の設計、開発、提供への参加が 12 件み
られた。しかし、当事者の授業の設計、開発、提
供への参加の 12 件のうち 11 件が 2018 年に 6 か
国共同でメンタルヘルス看護教育における共同創
造の実践ガイドラインの開発や評価を目的に実施
された Co-prodctuion of Mental Health Nursing 
Education （COMMUNE） プロジェクトに関連し

図図 論論文文検検索索過過程程ののフフロローーチチャャーートト
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た研究であった（表 2、表 3）。

2．文献の研究内容
1）当事者の授業参加が学生に与える影響
　当事者の授業参加が学生に対して与える影響に
関してカテゴリー化の結果、【理論と実践とをつ
なぐ学習効果】【リカバリーの志向性の向上】【偏

見やスティグマの減少】【学生の看護に対する態
度や価値観への影響】の 4 つに分類された。
　（1） 理論と実践とをつなぐ学習効果
　�　【理論と実践とをつなぐ学習効果】のカテゴリー

に分類された研究は国内文献では 9件�10-12, 14-16, 

18, 21, 22）、海外文献では 16件23, 25-27, 29, 31-33, 35, 36, 39-44）

みられた。国内外とも、入院生活や看護師の対

表 1　対象文献の概要

国内文献 海外文献

件数　% 件数　%

研究デザイン

量的研究 2 （15.4%） 5 （22.7%）
質的研究 11 （84.6%） 17 （77.3%）
　テキスト分析 9 （69.2%） 1 （4.5%）
　インタビュー 2 （15.4%） 6 （27.3%）
　FGI* 10 （45.5%）

研究対象
学生 12 （92.3%） 15 （68.2%）
当事者 1 （7.7%） 5 （22.7%）
学生と当事者 2 （9.1%）

＊FGI：フォーカスグループインタビュー

図 2　国内外における当事者参加型授業に関する文献数の年次推移
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応、地域生活や地域支援の実際、病気の発症や
実際の精神疾患の症状等について具体的な話を
当事者から聞くことにより学びを深めているこ
とが述べられていた。また当事者が学生に対し
てコミュニケーションについて指導すること
で、より実践的なコミュニケーション技術を学
習できる�10, 26, 28）と述べる研究も見られた。
　（2）リカバリーの志向性の向上
　�　当事者の授業参加が学生のリカバリーの志向

性の向上に関連していることを調査した研究は
国内文献では 4件�10, 11, 15, 22）、海外文献では 4

件�26, 36, 40, 41）であった。国内文献、海外文献とも
に質的な研究であり、当事者が自身の経験や生
き方を語ることにより学生がリカバリーを理解
するのに役に立つことを述べられていた。
　（3）偏見やスティグマの減少
　�　当事者の授業参加が学生の偏見やスティグマ

の減少について調査された研究は国内文献では
8件 �10-12, 17, 18, 20-22）、海外文献では 7件 �26, 29, 31, 34, 37, 38, 44） 

であった。その多くが質的な研究であったが、
国内文献で 1件�17）、海外文献では 3件 �29, 37, 38）が
偏見やスティグマの尺度を用いた量的な研究で

表 2　国内の対象文献一覧

著者 
（出版年）

研究方法 対象 当事者の授業参加度 研究目的（抜粋、一部要約）

守村ら10） 
（2021）

テキスト分析 学生
当事者による 
授業や指導

当事者参加型シミュレーション教育プログラムに
よる学生の学びの探求

葛谷ら11） 
（2019）

テキスト分析 学生 当事者の語り
精神障害をもちながらピアサポート活動を行う当
事者の授業による学生の学びを明らかにすること

田中ら12） 
（2017）

インタビュー 学生 当事者の語り
当事者参加型授業での学生の学びの臨地実習にお
ける活用状況について明らかにすること

矢野ら13） 
（2017）

インタビュー 当事者 当事者の語り
当事者参加型授業が、当事者自身にはどのような
体験であり、どのような意義があるのか明らかに
すること

渥美14） 
（2012）

テキスト分析 学生 当事者の語り
学生の授業記録を分析し、当事者参加授業による
教育成果について、学生の学びと自己の課題から
明らかにすること

伊礼ら15） 
（2011）

テキスト分析 学生 当事者の語り
当事者の語りやディスカッションを通しての学生
の評価を分析すること

渥美16） 
（2011）

テキスト分析 学生 当事者の語り
看護基礎教育における精神障害当事者参加授業が
もたらす教育成果の検討

船越ら17） 
（2009）

自記式質問紙 学生 当事者の語り
精神障がい者に対する対象理解に効果的な「当事
者参加型授業」を含む包括的教育プログラムの効
果を検証すること

平田ら18） 
（2007）

自記式質問紙 学生 当事者の語り
アルコール依存症当事者の語りの講義と従来の知
識の講義の結果を比較すること

大西ら19） 
（2005）

テキスト分析 学生 当事者の語り
精神障害当事者による体験談が学生の看護への動
機づけに対する影響を検討すること

木立ら20） 
（2005）

テキスト分析 学生 当事者の語り
精神障害当事者による体験談後の学生の精神障害
者に対するイメージの変化を明らかにすること

石崎ら21） 
（2005）

テキスト分析 学生 当事者の語り
精神障害当事者による体験談からの学生の印象に
残った事柄を明らかにすること

田中ら22） 
（2002）

テキスト分析 学生 当事者の語り
精神障害の当事者による講義からの学生の学びを
明らかにすること
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表 3　海外の対象文献一覧

著者 
（出版年） 研究方法 対象 当事者の授業参加度 研究目的（抜粋、一部要約）

Happel et al.23） 
（2022） インタビュー 当事者 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
精神看護学教育に貢献している当事者独自の知識や
専門性について明らかにすること

Happel et al.24） 
（2021） インタビュー 当事者 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育の設計・開発・提供に携
わった当事者の経験を調査すること

Horgan et al.25） 
（2021） FGI † 当事者 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
精神看護教育の改善点と当事者目線での看護教育へ
の当事者の関与を強化する方法を探ること

Eleanor Jack26） 
（2020） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加
当事者の教育への関与が個人的、専門的に看護学生
に与える影響を明らかにすること

Happel et al.27） 
（2020） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育が学生の精神看護教育に
対する姿勢や経験に与えた影響を明らかにすること

Happel et al.28） 
（2019） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育が学生の精神看護に関す
る認識に与えた影響を明らかにすること

Happel et al.29） 
（2019） 自記式質問紙 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育が学生への当事者や当事
者の教育参加への態度に与える影響の調査

Happel et al.30） 
（2019） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育について受講した学生の
経験からの改善点を明らかにすること

Happel et al.31） 
（2019） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育に対する看護学生の学び
や経験について明らかにすること

Bocoking et al.32） 
（2019） FGI † 当事者 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育に対する当事者自身の貢
献についてへの受け止め方を明らかにすること

Happel et al.33） 
（2019） FGI † 学生 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育における看護学生の経験
を調査すること

Martínez C34） 
（2019） 自記式質問紙 学生 当事者の語り 教室での当事者との直接的な交流が看護学生の感情

や否定的な態度に与える影響を明らかにすること

Horgan et al.35） 
（2018） FGI † 当事者 当事者の授業の設計、

開発、提供への参加*
当事者主導の精神看護教育に携わった当事者による
精神看護教育への貢献の可能性の検討

Stacey36） 
（2018） テキスト分析 学生 当事者による 

授業や指導
当事者が評価者の役割として行うフィードバックが
学生の学習に与える影響を明らかにすること

Byrne et al.37） 
（2014） 自記式質問紙 学生 当事者による 

授業や指導
看護師主導と当事者主導の両方授業を受講した学生
の当事者への意識の変化についてのコホート研究

Happel et al.38） 
（2014） 自記式質問紙 学生 当事者による 

授業や指導

看護師主導と当事者主導の両方授業を受講した学生
の態度、精神看護へのキャリア志向への影響につい
てのコホート研究

Maplethorpe et al.39） 
（2014） FGI † 学生と

当事者
当事者による 
授業や指導

当事者による clinical supervision の講義・指導が
学生への新しい視点の提供につながるかどうかを明
らかにすること

Byrne et al.40）  
（2013） インタビュー 学生 当事者による 

授業や指導
当事者からの授業が学生の看護実践に与える影響を
明らかにすること

Byrne et al.41）  
（2013） インタビュー 学生 当事者による 

授業や指導
当事者からの授業を受けた学生の経験や認識を明ら
かにすること

RUSH42） 
（2008） インタビュー 学生 当事者の語り 当事者の授業での語りが看護学生の実践に与える影

響とメカニズムを調査すること

Simpson et al.43） 
（2008） インタビュー 学生と

当事者 当事者の語り 当事者と看護学生によるオンラインディスカッショ
ンによる学生の学習効果の検討

Happel et al.44） 
（2003） 自記式質問紙 学生 当事者による 

授業や指導
当事者による授業が看護大学院生の当事者参加への
意識に与えた影響を明らかにすること

 ＊ 6 か国共同で実施された Co-prodctuion of Mental Health Nursing Education （COMMUNE） プロジェクトによるもの 
† FGI　Focus Group Interview（フォーカスグループインタビュー）
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あり、そのうち海外文献の 2件 �37, 38）が従来の精
神保健の授業と当事者が主導で行う授業との比
較を行った研究であった。

（4）学生の看護に対する態度や価値観への影響
　�　当事者の授業参加の学生の看護に対する態度

や価値観への影響について調査された研究は国
内文献では 1件�19）、海外文献では 2件�28, 38）で
あった。国内文献では自身の看護職としての態
度や動機づけに影響を与えていると述べてお
り、海外文献では、精神科看護を目指す意欲に
もつながることも述べられていた。
2）事者の授業参加が当事者自身に対して与える
影響

　当事者の精神看護教育への参画が当事者自身に
与える影響について調査された研究は国内、海外
文献ともに 1 件ずつみられた。国内文献では学生
との交流を通じた自己肯定感の向上�13）や、海外
文献では授業の設計、開発、提供までに携わった
挑戦的な経験がエンパワメントにつながった�24）

と述べられていた。
3）当事者の授業参加の課題
　当事者の授業参加の課題について調査された研
究が海外文献のみ 2 件みられた。授業内容や実施
時期を含めた授業全体の在り方�30）や、当事者が
安心して教育指導できる環境や教育技術について
学ぶ機会の必要性�32）について述べられていた。

Ⅳ．考察

1．国内外の研究動向と今後の課題
　本研究では、国内文献が 2002 年、海外文献が
2003 年に初出であった。この理由として、国内
文献では、看護系大学のみを対象としたため、大
学数の少なさから 2002 年以前の研究がみられな
かったと考えられる。実際に 2002 年時点で看護
系大学は 96 校しかなく、2020 年の 274 校と比較
して半分以下であった45）。一方、海外文献につい
ては 1990 年代に精神保健福祉分野における患者
参加が促進され、医療教育分野にまで派生したの
が 2000 年代前半からであったためと考えられる。
また、2019 年に海外文献が 7 件と突出して多い
のは 2018 年の COMMUNE プロジェクトに関連
する研究が多数を占めるためと考えられる。
　研究デザインに関して、本研究では国内文献の
9 件（69.2%）がテキスト分析による研究であっ

た。一方、海外文献ではテキスト分析による研究
は 1 件（4.5%）のみであり、その多くがインタ
ビューやフォーカスグループインタビューによる
ものが 16 件（72.8%）を占めていた。国内外の文
献ともに量的な研究は少なく、そのほとんどが

【偏見やスティグマの減少】を調査対象とした研
究であった。【リカバリーの志向性の向上】に関
しても、医療従事者のリカバリーの知識や姿勢を
評価する Recovery Knowledge Inventory46, 47）の
ような既存の尺度も存在しており、今後は、量的
な研究がより実施されていくべきである。
　 ま た 研 究 対 象 に 関 し て は 海 外 文 献 の 7 件

（31.8%）が当事者を対象に含む研究であった。一
方、国内文献は 1 件（7.7％）のみが当事者を対
象とした研究であった。国内での当事者対象の研
究の少なさは、少人数の当事者の科目の 1 回の授
業参加が主流であり、研究としてデータを集める
困難さが関係していると考えられる。
　次に当事者の授業参加度について、国内文献の
12 件（92.3%）が当事者の語りの参加であった。
一方、海外文献では、当事者の授業や指導、当事
者の授業の設計、開発、提供への参加が多くみら
れており、共同創造の考えが受け入れられ、当事
者の参加が進みつつあると考えられる。
　さらに当事者の授業参加は、教員の講義とは異
なる視点を学ぶ【理論と実践とをつなぐ学習効
果】となり、当事者の実体験を聞き交流すること
により【リカバリーの志向性の向上】や【偏見や
スティグマの減少】につながる。その結果、【学
生の看護に対する態度や価値観への影響】してい
くことが示唆されていた。当事者との交流は、臨
地実習でもなされるものである。しかし、実習中
は入院中の患者との交流が中心となり、地域で生
活し自身のリカバリーを歩む姿を想像しづらい。
そのため、実習前に当事者参加型授業を経験する
ことが、実習中の受け持ち患者の退院後の地域生
活を見据えた支援につながると考えられる。ま
た、鈴木ら48）は、臨地実習前に精神疾患を抱え
る人への恐怖感を持つ学生が、実習中に不安を教
員へ表出できず我慢し、患者に対して共感的な理
解が深まらない可能性を示唆しており、実習前の
当事者参加型授業により【偏見やスティグマの減
少】することが学生に有益であると考えられる。
　加えて、当事者授業参加の当事者自身への影響
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も示唆されていた。自己肯定感の向上13）やエン
パワメントな経験24）のようなポジティブな結果
は、当事者のセルフスティグマの改善にもつなが
り、当事者自身のパーソナルリカバリーの支援に
つながるであろう。しかし、現在のところ国内外
の文献ともに当事者自身の影響について調査され
た研究は少ない。今後さらに当事者への影響が研
究されることで、多くの当事者が教育分野への興
味を抱き、海外のように経験の専門家として働く
ようになる可能性がある。

2．本研究の限界
　本研究は、国内外の文献ともに医学系のデータ
ベースに限定し、教育、心理系のデータベースを
用いていないことで抽出されなかった文献が存在
す る と 考 え ら れ る。 ま た 海 外 文 献 は 同 一 の
COMMUNE プロジェクトの研究が多く、結果に
偏りが出ている可能性がある。
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